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礼

智

仏
教
教
団
の
究
極
の
目
的
は
、
和
に
あ
る
。
そ
し
て
、
原
始
仏
教
教

団
は
、

そ
の
典
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
も
、
そ
の
中
に
あ

つ

て
、
破
和
合
僧

(
s
a
n
g
h
a
b
h
e
d
a

)
の
大
逆
事
件
を
お
こ
し
、
新
教
団
の

独
立
ま

で
計
画
し
た
提
婆
達
多
に
は
、
多
く
の
伴
覚
が
あ
り
、
助
調
達

比
丘
尼
、

十
二
衆
比
丘
尼
と
呼
ば
れ
た
、
仲
間
も
い
た
。
こ
の
外
、
経

典
、
論
部
、

殊
に
律
典
に
、
霧
し
く
で
て
く
る
悪
比
丘
の
伴
党

の
代
表

が
、
六
群
比
丘
と
十
七
群
比
丘
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
群
は
、
前

(
1
)

者
が
上
座
で
、
年
長
で
あ
り
、
後
者
が
下
座
で
、
年
少
で
あ
つ
た
が
、

(
2
)

両
者
は
、
常
に
争

つ
て
い
て
、
教
団
内
の
ト
ラ
ブ

ル
が
、
た
え
な
か
つ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

六
群

比
丘

(
C
a
b
b
a
g
i
y
a
 
b
h
i
k
k
h
u

)
は
、
ま
た
、
六
衆
芯
薦
と
訳
さ

(
3
)

(
4
)

れ
て
い
る
。
彼
等

は
、
長
く
、
提
婆
に
事
え
、
助
調
達
比
丘
尼
と
、
屡

(
5
)

(
6
)

々
、
会
合
し
て
、
ふ
ざ
け
、
十
二
衆
比
丘
尼
と
親
し
く
し
、

コ
ー
サ
ム

ビ
ー

(
K
o
s
m
b
i

)
比
丘
と
深

い
関
係
が
あ
り
、
そ
の
首
領

と
も
な

つ

(
7
)

た
。
不
如
法
の
比
丘
は
、
多
く
、
彼
等
に
近
づ
い
た
。

(
8
)

六
群

の
比
丘
の
罪
悪
は
、
枚
挙
に
蓬
が
な
い
。
彼
等
は
、
悪
邪
見
の

(
9
)

(
1
0
)

除
罪
を
主
張
し
、
大
力

で
あ
り
な
が
ら
、

な
ま
け
者
で
あ
つ
た
。
薩
婆

多
毘
尼
毘
婆
沙
巻
四
に
は
、
そ
れ
ら
の
六
人
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
難

途
は
難
陀

(
N
a
n
d
a

)
で
、
蹟
難
陀
は
優
波
難
陀

(
U
p
a
n
a
n
d
a

)
で
あ

る
。
迦
留
陀
夷

(
L
a
l
u
d
a
y
i

)
の
性
格
は
、
多

く
不
明
朗

で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、優
陀
夷

(
U
d
a
y
i

)
即
ち
、郎
陀
夷
と
し
て
出
て
く
る
。
闘
那

(
1
1
)

(
c
h
a
n
n
a

)
は
、
多
く
、
閲
陀
と
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、
馬
宿
、

満
宿
を
加
え
て
、
六
人
で
あ

る
。
六
人
中
、

難
陀
、
優
波
難
陀

は
多

(
1
2
)

く
、
対
句
を
な
し
、
最
も
凶
悪
で
、
老
い
て
、
承
事
す
る
者
も
な
く
、

(
1
3
)

(
1
4
)

或
は
捨
置
鶉
磨
を
う
け
、
ま
た
は
、
う
け
ん
と
し
た
。
六
群
の
上
座
は
、

難
陀
で
あ
る
。
今
、

こ
の
六
人
を
分
類
す
る
と
、
難
陀
、
優
波
難
陀
は

多
欲
、
優
陀
夷
、
閲
陀
は
多

擬
、
馬
宿
、
満
宿

は
多
瞑
と

い
う
。
ま

た
曰
く
、

三
人
多
欲
-
難
陀
、
優
波
難
陀
、
優

陀
夷
。
二
人
多
瞑
-

馬

宿
、
満
宿
。

一
人
多
療
-
閾
陀
、

こ
れ
な
り
と
。
そ
の
他
、
こ
の
六
人

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
の
異
説
が
あ
る
。

六
群
比
丘
に
つ
い
て
は
、
彼
等
は
、
身
は
比

丘
で
あ
り
な
が
ら
、
比

(
1
5
)

丘
ら
し
か
ら
ぬ
こ
と
を
、
た
く
さ
ん
し
た
。
即

ち
、
彼
等
は
、
極
め
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て
、
お
め
か
し
で
、
瑳
路
を
身
に
つ
け
、
髪
を
流
り
、
頂
髪
を

つ
け
、

金
、
銀
、
瑠
璃
、
水
精
、

玉
石
の
指
環
を
は
め
、
五
種

の
刻
印
上
に
、

(
1
6
)

男
女
の
非
法
の
像
を
刻
し
、
新
衣
を
染
め
な
い
で
着
て
、
仏
陀
に
叱
ら

(
1
7
)

れ
た
。

ま
た
、
十
二
衆
比
丘
尼
に
近
づ
き
、
周
利
般
特
の
悪
口
を
言
い
、

(
1
8
)

(
1
9
)

比
丘
尼
と
同
行
、
同
船
し
、
十
二
衆
比
丘
尼
と
、
宮
人
の
浴
池
に
入
り
、

王
舎
城

の
三
温
泉
の
中
、
王
の
入
る
温
泉
に
入
つ
て
、
い
つ
ま
で
も
出

(
2
0
)

て
来
な

い
で
、
王
を
困
ら
せ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
彼
等
は
ま
た
、
十
七

群
比
丘
と
、
池
の
中
で
泳
き
、
ふ
ざ
け
て
、
十
七
群
比
丘
の
衣
を
、
叢(

2
1
)

に
か
く
し
て
、
叱
ら
れ
た
。
六
群
比
丘
は
、
皆
、
音
楽
が
好
き
で
、
音

楽
を
よ
く
し
、
中

で
も
、
難
陀
、
優
波
難
陀
は
有
名
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

(
2
2
)

彼
等
は
、
十
二
衆
比
丘
尼
の
た
め
、
伎
楽
人
に
、
歌
舞
を
作
ら
せ
た
り
、

(
2
3
)

(
2
4
)

鼓
楽
を
鳴
ら
し
て
、
毘
舎
離
の
人

々
を
驚
か
せ
、
王
舎
城
で
は
、
書
梨

竜
祭

で
の
、
伎
児
の
所
得
の
等
分
を
強
要
し
て
、
暴
力
団
振
り
を
発
揮

(
2
5
)

し
た
。

そ
の
他
、
彼
等
は
、
再
三
、
戦
争
を
観
に
ゆ
き
、
軍
中
に
宿
し
、

(
2
6
)

そ
の
批
評
を
し
て
叱
ら
れ
た
り
、
土
を
掘
り
、
又
、
人
に
掘
ら
せ
た
り
、

(
2
7
)

(
2
8
)

堤
防
を

つ
く

つ
て
、
蟻
の
巣
を
こ
わ
し
た
り
、
火
遊
び
を
し
た
り
、
浄

(
2
9
)

(
3
0
)

園
中

の
菜
地
で
、
立
小
便
や
、
涕
唾
を
し
た
り
、
美
食
家
で
、
食
事
中

(
3
1
)

(
3
2
)

の
行
儀
悪
く
、
同

一
の
床
に
臥
し
、
人
の
肩
や
背
、
脚
を
、
拳
で
叩
い

(
3
3
)

た
り
、
甑
石
を
投
げ
た
り
、
頭
上
に
、
物
を
の
せ
、
腰
間
に
、
物
を
は

(
3
4
)

(
3
5
)

さ
ん
で
、
叱
ら
れ
た
り
、
外
道
と
喧
嘩
し
、
悪
行
者
を
度
す
る
等
、
数

え
切
れ
な

い
、
悪
行
を
働

い
て
い
る
。

次
に
、

六
群
比
丘
の
、
僧
伽
内
で
の
不
行
跡
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み

(
3
6
)

た
い
。
先
ず
、
彼
等
は
、
比
丘
で
あ
り
な
が
ら
、
種

々
の
外
道
の
呪
を

(
3
7
)

諦
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
サ
ム
ビ
ー
比
丘
の
罵
署
誹
諺
の
仕
方
を
学
ん
で
、

大
衆
中
で
、
高
声
大
喚
、
衆
僧
を
乱
し
た
。
彼
等
は
、
争
い
を
好
み
、

(
3
8
)

(
3
9
)

常
に
、
他
の
比
丘
を
罵
り
、
曾
つ
て
、
王
舎
城
に
あ
り
。
口
汚
な
く
、

他
の
比
丘
の
悪
口
を
並
べ
て
叫
喚
し
た
の
で
、仏
陀
が
、
こ
れ
を
制
止
し

た
が
、
聞
か
ず
、
呵
責
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
た
め
、
比
丘
僧
が
二
分
し

(
4
0
)

た
。
曾
つ
て
、
諸
比
丘
が
、
余
分
の
三
衣
を
、

大
迦
華
に
与
え
た
と
い

(
4
1
)

う
の
で
、
文
句
を
言

つ
た

こ
と
も
あ

つ
た
。

そ
し
て
、
彼
等
は
、
屡

々
、
犯
罪
を
犯
し
、
改
悔
せ
ず
、
反
つ
て
、
長
老
を
謳
諺
す
る
の
で
あ

(
4
2
)

(
4
3
)

つ
た
。
彼
等
は
不
平
家
で
、
施
主
を
そ
し
り
、

界
外
か
ら
来
な
が
ら
、

施
物
の
分
配
に
つ
い
て
、
文
句
を
言

つ
た
り
、

僧
衣
の
分
配
の
時
、

わ

ざ
と
姿
を
か
く
し
て
、
後
か
ら
出
て
き
て
、
不
平
を
言
つ
た
。
同
じ
よ

(
4
4
)

う
な
こ
と
は
、
舎
衛
城

の
安
居
の
時
に
も
あ

つ
た
。
即
ち
、
六
群
比
丘

は
、
他
の
比
丘
が
、
安
居
の
用
意
を
し
て
い
る

の
を
見
て
、
見
ぬ
ふ
り

(
4
5
)

を
し
、
あ
と
で
、
臥
具
を
要
求
し
て
、
叱
ら
れ
た
。
そ
の
外
、
摩
詞
男

(
4
6
)

(
M
a
h
a
n
a
m
a

)
に
、

な
い
薬
を
求
め
て
、
恥
を

か
か
せ
、
滅
損
沙
弥
と

同
宿
し
て
、
そ
の
少
欲
知
足
、
頭
陀
を
行
ず
る
を
見
て
、
喜
ば
な
か
つ

(
4
7
)

た
り
、
弟
子
の
取
り
合
い
を
し
て
、
制
戒
さ
れ
た
。

次
に
、
六
群
比
丘
の
人
物
を
、
個
別
に
見
て
、
見
た
い
。
六
群
比
丘

は
、
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
巻
四
、
鼻
那
耶
巻
九
等
に
依
れ
ば
、
何
れ
も

豪
姓
で
、
或
は
、
優
陀
夷
の
婆
羅
門
出
身
を
除
き
、
他
の
五
人
は
、
釈

迦
族
で
あ
つ
た
と
も
、
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
難
陀
は
上
座
で
あ

六
群
此
丘

と
十
七
群
此
丘
 
(
春

日
)
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六
群
比
丘
と
十
七
群
比
丘
 
(
春

日
)

(
4
8
)

(
4
9
)

(
5
0
)

つ
た
が
、
仏
弟
難
陀
と
区
別
さ
れ
、
優
波
難
陀
の
兄
と
さ
れ
、
二
人
は

(
5
1
)

音
楽
が
好

き
で
、老
い
て
、
な
お
、
身
体
を
ゆ
す
つ
て
、
歩
い
て
い
た
。

(
5
2
)

ま
た
、

二
人
は
、
頂
髪
を
作
ら
し
め
、
鏡
を
見
る
と
い
う
、
お
め
か
し

(
5
3
)

振
り
で
あ

つ
た
。
難
陀
は
、
法
務
に
明
る
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

(
5
4
)

次
に
、
優
波
難
陀
は
、
難
陀
と
共
に
、
最
も
毒
害
を
な
し
た
人
だ
が
、

二
人
中
、

こ
の
方
が
、
更
に
苦
切
で
、
老
い
て
、
十
七
群
此
丘
か
ら
、

(
5
5
)

(
5
6
)

捨
置
鵜
磨

の
仕
返
し
を
受
け
た
。
彼
は
、
も
と
、
馬
術
、
兵
法
に
長
じ
、

出
家
後
も
、

マ
ガ
ダ
国
は
、
大
臣
、
将
帥
五
百
人
を
遣
わ
し
て
、
従
学

(
5
7
)

せ
し
め
た
と
か
、
軍
将
を
度
し
た
話
が
、
伝
わ
つ
て
い
る
。
ま
た
、
彼

(
5
8
)

は
、

コ
ー

サ

ム
ビ

ー

の
U
d
e
n
a
王

の
親

友

で
、

王

に
乞

わ

れ

て
、

コ

ー

サ

ム

ビ

ー

で
安

居

し

た
。

し

か

し
、

彼

に

も
、

い
ろ

い
ろ
、

悪

評

が

(
5
9
)

(
6
0
)

残
つ
て
い
て
、
女
に
抱
き
つ
い
た
話
、

一
商
人
の
子
と
争
い
、
官
に
訴

え
て
、
彼
を
打

つ
た
右
手
を
切
ら
せ
て
、
悪
名
を
天
下
に
流
し
た
話
、

(
6
1
)

説
法
の
名

人
で
、
楡
羅
難
陀
比
丘
尼
の
弟
子
に
説
法
し
て
、
そ
の
衣
を

(
6
2
)

奪

つ
た
話
、
仏
陀
の
入
滅
を
聞
い
て

「我
、

自
由
を
え
た
り
」
と
、
叫

(
6
3
)

ん
だ
話
が
伝
わ

つ
て
い
る
。
彼
が
死
ん
だ
時
、

衣
鉢
、
価
三
十
万
両
金

あ
つ
た
と

い
う
。

優
陀
夷
は
、
ま
た
郎
陀
夷
と
写
し
、
迦
留
陀
夷
と
区
別
し
難
く
、
有

部
律
巻
四
十
三
に
は
、

我
諸
弟
子
声
聞
衆
中
、
教
化
有
情
、
令
得
聖
果
者
、
部
陀
夷
、
為
第
一
。

と
書

い
て
あ
る
が
、
な
か
な
か
の
問
題
の
あ

つ
た
人
で
あ
る
。
彼
は
、

(
6
4
)

在
俗
時
、

浄
飯
王
の
大
臣
と
し
て
、

コ
ー
サ
ラ
ー
国
に
使
し
、
波
斯
匿

王
大
臣
密
護
の
妻
、
笈
多
の
美
貌
を
見
て
、
こ
れ
と
通
じ
、
密
護
の
死

後
、

こ
れ
を
妻
と
し
た
の
で
、
迦
維
羅
衛
と
舎
衛
城
に
二
つ
の
邸
宅
を

(
6
5
)

持
つ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
彼
は
、
出
家
後
も
、
笈
多
の
と
こ
ろ

へ
行
つ

(
6
6
)

て
説
法
し
、
旧
妻
善
生
比
丘
尼
の
誘
惑
を
受
け
て
、
男
女
和
合
像
を
作

(
6
7

(
6
8
)

つ
て
与
え
た
り
、
男
女
交
合
の
像
を
刺
繍
し
、
他
人
の
交
情
を
妨
げ
た

(
6
9
)

り
、
女
人
を
房
舎
に
引
き
入
れ
て
、
悪
名
、
天
下
に
流
布
し
た
。

し
か

(
7
0
)

し
、
彼
は
、
結
局
、
舎
利
弗
の
教
誠
に
依
つ
て
、
阿
羅
漢
果
を
証
し
、

(
7
1
)

(
7
2
)

勝
髭
夫
人
の
師
と
な
つ
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
、
賊
帥
に
殺
さ
れ
た
。

閲
陀
に
つ
い
て
は
、
摩
詞
僧
紙
律
巻
二
十
四
に
、
釈
迦
族
の
奴
隷
か

ら
出
家
し
た
尊
者
閲
陀
が
あ
り
、
有
部
破
僧
事
巻
三
に
は
、
カ
ピ
ラ
城

の

一
大
臣
、
闘
陀
の
名
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
が
六
群
比
丘
の

一
人
と

(
7
3
)

な
つ
た
闘
陀
か
、
ど
う
か
、
わ
か
ら
な
い
。
六
群
比
丘
の
閾
陀
は
、

コ

(
7
4
)

ー
サ
ム
ビ
ー
の
U
d
e
n
a王
の
信
頼
を
得
、

コ
ー
サ
ム
ビ
ー
比
丘
の
首

(
7
5
)

(
7
6
)

領
と
な
つ
た
人
で
、
悪
邪
見
を
以
て
知
ら
れ
、

有
虫
水

(
s
a
p
p
a
n
a
k
a

(
7
7
)

u
d
a
k
a
)
を
用

い
、
三
十
万
銭
の
大
房
舎
を
作

つ
た
が
、
即
日
成
り
、

(
7
7
)

即
日
倒
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
は
、
仏
陀
が
、
そ
の
入
滅

前
に

「
わ
が
死
後
、
若
し
、
彼
が
、
威
儀
に
順
わ
ず
、
教
誠
を
用
い
な
か

つ
た
ら
、
梵
檀
罰

(
b
r
a
h
a
m
d
a
n
s
a

)
を
加
え
よ
」
と
、
言

つ
た
人
で
、

(
7
8
)

迦
葉
は
、
阿
難
に
、

こ
れ
を
命
じ
た
が
、
阿
難
は
、
反

つ
て
、
こ
れ
を

教
化
し
た
。

(
7
9
)

馬
宿
、
満
宿
は
、
六
群
中
、
早
く
死
ん
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
わ
か

ら
な
い
。
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(
8
1
)

次
は
、
十
七
群
比
丘
(
s
a
t
t
a
r
s
a
v
a
f
s
f
l
y
a
-
b
h
i
k
k
h
u

)
で
あ
る
。
此

(
8
2
)

は
ま
た
、
十
七
衆
芯
舞
と
も
書
き
、
十
七
群
童
子
と
も
、

い
わ
れ
て
い

(
8
3
)

(
8
4
)

る
。
彼
等
は
皆
、

王
舎
城
内
の
年
少
、
富
貴
の
子
で
、
大
は
十
七
歳
、

(
8
5
)

少
は
十

二
歳
の
、
柔
軟
な
楽
人
で
、
大
目
乾
連
の
度
で
あ
る
。
そ
の
上

富
者
は
八
十
億
万
銭
、
下
貧
者
も
、
八
十
万
銭
を
持

つ
て
い
た
。
そ
の

(
8
6
)

首
領
を
優
波
離

(
U
p
a
l
i

鄭
波
離
)
又
は
、
小
優
波
離
と
、
言

つ
た
。
彼

(
8
7
)

(
8
8
)

等
は
年
少
な
の
で
、
時
々
、
お
な
か
を
す
か
せ
て
泣
き
、
夜
中
、

一
人

で
、
便
所
や
手
洗
い
に
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
闇
中
、

師

の
影

を
見

(
8
9
)

て
、
鬼

と
ま
ち
が
え
て
、
泣
い
た
。
彼
等
は
A
c
i
r
a
v
a
t
i

河
に
て
水
浴

し
、
あ

ば
れ
廻

つ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
末
利
夫
人
に
見

つ
け
ら
れ
て
、

叱
ら
れ
た
。

(
9
0
)

黙
る
に
、
こ
の
十
七
群
比
丘
は
、
自
ら
、
六
群
比
丘
に
押
習
し
な
が

(
9
1
)

ら
、
両
者
は
、
常
に
争
い
が
絶
え
な
か

つ
た
。
そ
こ
で
、
六
群
比
丘

(
9
2
)

は
、
自
ら
の
豪
姓
を
侍
み
、
十
七
群
比
丘
の
年
少
で
あ
る
こ
と
を
あ
な

(
9
3
)

(
9
4
)

ど
り
、
十
七
群
比
丘
と
先
を
争
い
、
十
七
群
比
丘
中
、
少
欲
知
足
、
頭

(
9
5
)

陀
を
行
ず
る
者
の
あ
る
の
を
見
て
は
、
瞑
り
、
年
少
に
し
て
、
具
足
戒

(
9
6
)

を
受
け
た
こ
と
を
誹
り
、
掌
を
挙
げ
て
、
十
七
群
比
丘
に
立
ち
向

い
、

(
9
7
)

(
9
8
)

(
9
9
)

頭
を
な
ぐ
り
、
十
七
群
比
丘
の
衣
鉢
、
坐
具
、
針
筒
等
を
か
く
し
、
初

夜
、

こ
わ
い
声
を
出
し
て
、
ふ
る
え
上
ら
せ
、

い
つ
も
、
十
七
群
比
丘

(
1
0
0
)

を
喘
か
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
大
た
る
者
は
、
優
陀
夷
で
あ

つ

た
。

(
1
0
1
)

(
1
0
2
)

こ
の
六
群
比
丘
に
同
調
し
た
の
が
十
二
衆
比
丘
尼
で
あ
る
。
そ
の
頭

首
は
T
h
u
l
l
a
n
a
n
d
a

比
丘
尼
で
あ
る
。
彼
女
は
、
阿
難
の
旧
妻

で
あ

り
な
が
ら
、
提
婆
達
多
、
そ
の
他
の
悪
人
と
交
わ
り
、
大
迦
葉
に
逆
ら

い
、
欲
心
熾
盛
で
、
言
語
に
絶
す
る
醜
聞
の
数

々
を
残
し
て
い
る
。
十

(
1
0
3
)

二
衆
比
丘
尼
は
、
彼
女
を
頭
と
し
た
、
難
陀
、
優
波
難
陀
、
珠
髪
難
陀
、

底
沙
底
沙
、
密
多
羅
底
沙
、
波
離
多
底
沙
、
絡
綺
多
、
蹟
陀
羅
、
蘇
践

陀
羅
、
孫
陀
羅
、
逝
延
多
で
、
彼
等
は
、
舎
衛
城
の
枳
多
山
に
住
し
、

(
1
0
4
)

(
1
0
5
)

門
徒
が
、
極
め
て
多
か
つ
た
。
彼
等
は
、
六
群
比
丘
と
、
極
め
て
親
し

(
1
0
6
)

(
1
0
7
)

(
1
0
8
)

く
、
歌
舞
、
伎
楽
を
好
み
、
食
時
の
時
の
行
儀

が
悪
く
、
肩
を
ゆ
す
ぶ

(
1
0
9
)

(
1
1
0
)

つ
て
歩
き
、
A
c
i
r
a
v
a
t
i

河
で
、
水
浴
し
て
、
ふ
ざ
け
、
比
丘
尼

と
し

て
恥
か
し
い
、
不
浄
行
を
し
た
。

十
二
衆
比
丘
尼

の
非
法
に
対
し
、
十

二
法
比

丘
が
あ

つ
た
。
彼
等

(
1
1
1
)

(
1
1
2
)

は
、
六
群
比
丘
の
非
法
や
、
六
群
比
丘
と
、
十
七
群
比
丘
の
争
を
、
仏

陀
に
申
し
上
げ
、
そ
の
匡
正
に
尽
し
た
。

(
1
1
3
)

仏
、
祇
疸
精
舎
に
あ
り
。

こ
の
時
、
優
陀
夷
は
既
に
阿
羅
漢
果
を
証

し
、
閾
陀
は
コ
ー
サ
ム
ビ
ー
に
ゆ
き
、
馬
宿
、

満
宿

は
命
終
し

て
い

た
。
た
だ
、
難
陀
、
優
波
難
陀
は
、
老

い
て
、
逝
多
林

に
住

ん
で
い

た
。
今
や
、
十
七
群
の
比
丘
は
漸
く
長
大
、
勇
健
、
有
力
と
な
り
、

三

蔵
の
教
を
善
く
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
等
は
協
議

し
て
曰
く

「我
等
は
、

長

い
間
、

い
つ
も
、

六
群
比
丘
の
た
め
、
欺
軽

せ
ら
れ
た
。
六
群
中
、

難
陀
、
優
波
難
陀
は
、
常
に
毒
害
を
な
し
、
優
波
難
陀
は
、
更
に
苦
切

で
あ
つ
た
。
我
等
、

宜
し
く
、
捨
置
掲
磨
を

な
す

べ
し
」
と
。
そ
し

て
、
先
ず
、
優
波
難
陀
に
、
捨
置
鵜
磨
を
加
え
た
。
す
る
と
、
彼
は
、

六
群
比
丘

と
十

七
群
比
丘
 
(
春

日
)
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六
群
比
丘

と
十
七
群
比
丘
 
(
春

日
)

老

い
て
、

承

事

す

る
者

が

な

く

な

つ
た
。

そ

こ

で
、

彼

は
、

泣

き
な

が

ら
、

難

陀

の
所

へ
行

つ
て
、

助

け
を

求

め
た
。

難

陀

も
、

仕

方

な
く
、

十

七

群

比

丘

の

と

こ
ろ

へ
ゆ

き
、

優

波

難

陀

の
赦

し

を

乞

う

た
。

十

七

群

比

丘

曰
く

「
汝

も
、

同

罪

で
あ

る
」

と
。

こ

こ

に
至

つ

て
、

難

陀

も

亦
、

泣

い
た
。

善

見

律

毘

婆

沙

巻

十

一
に
言

う
、

十

七

群

比

丘

が

一
老

六

群

比

丘

の
鉢

孟

を

取

り
、

こ
れ

を

地

に
倒

し
、

そ

の
上

に
乗

つ

て
、

こ
れ

を

殺

し

た

と

い
う

の

は
、

優

波

難

陀

の
こ

と

か
も

知

れ
な

い
。

1

毘
尼
母
経
巻

四
。

2

十
調
律
巻

四
八
、

鼻
那
耶
巻

七
、

同
巻
九
。

3

僧
舐
律
巻

七
。

4
十
調
律
巻

四
二
、
同
巻

四
四
。

5

有
部
尼
律

巻

一
五
、
同
巻

一
六
。

6

鼻

那
耶
巻

七
、
同
巻

一
〇
、

四
分

律

巻

四

七
、

毘
尼
母
経
巻

四
。

7

十
諦
律
巻

三
九
。

8

同

上
巻

一
四
。

9

同
上
巻

一
一
、
有
部
律

巻
三
五
。

10

十
諦
律
巻

一
六
。

11

馬

宿

・
満
宿

は
、
有
部
律
巻
三
九
、

同
巻
四

一
、
同
巻

四
二
、
有
部
尼
律
巻

一

五
に
は
、
阿
説

迦
、

補
捺

伐
素

と
写
す
。

有
部

百

一
鵜
磨
巻

八
は
、
前
者

を

阿
湿
薄
迦
と
書

い
て

い
る
。

12

有
部
律
巻

三
九
、
同
巻

四

一
、
有
部
尼

律
巻

一
四
。

13

大
乗
菩
薩
正
法
経
巻

二
五
に
は
、

六
群

の
比
丘
名
を
善

見
、

妙
利
、

作
喜
、
賢

吉
、

名
刹
、

利
牙
と
写
し
て

い
る
。

14

有
部
律

巻

三
六
。
仏
本
行
集
経
巻

五
六
は
、

た
だ
朋
党

と
す
。

十
諦
律
巻

一
七
。

15

有
部
雑
事
巻

一
、
同
巻

三
、
同
巻

四
。

16

鼻
那
耶
巻
九
。

17

有
部
尼
巻

一
六
。

18

鼻

那
耶
巻

七
。

19

有
部
尼
律
巻

一
五
。

20

有
部
律
巻

四
〇
、

同
巻

四

一
、
有
部
尼
律
巻

一
五
、
鼻
那
耶
巻

九
。

21

有
部
雑
事
巻

四
。

22

同
上
巻
三
二
。

23

有
部
律
巻

四
〇
。

24

十
諦
律
巻

一
五
。

25

十

調
律
巻

一
五
、
有
部
尼
律
巻

一
四
、
波

斯
匿

王

の
兵

を
観

る
。
有
部
律
巻
三
六
、

観
兵
。
僧
祇

律

巻

一
八
、

十
諦

律

巻

一

五
、
軍
申

に
宿
す
。

26

有
部
律
巻
四

一
、
有

部
尼
律
巻

一
六
、

鼻
那
耶

巻

九
。

27

有
部
律
巻
三
八
。

28

鼻
那
耶
巻

一
〇
。

29

有
部
雑

事
巻

一
、
鼻
那
耶
巻

八
。

30

有
部
雑
事
巻
五
、

一
鉢
で
食
す
。

又
、

た

だ
、

一
裾

で
食

す
。
鼻
那
耶
巻

七
。

31

有
部
雑
事
巻
六
。

32

同

上

巻

一
。

33

十
諦
律
巻
三
九
。

34

有
部
律
巻

三
五
。

35

同
上
巻

三
八
。

36

四
分
律
巻
五
三
。

37

鼻
那
耶
巻

一
〇
。

38

同
上
巻

七
。

39

十
諦
律
巻
九
。

40

五
分
律
巻
九
。

41

同
巻

一
九
。

42

有
部
律
巻

二
〇
。

43

十
諦
律
巻
三
九
。

44

同

上
巻

一
一
。

45

五
分
律
巻

八
。

46

十

諦
律
巻

一
五
。

47

同
上
巻

三
九
。

48

薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
巻

四
。

49

僧

舐
律
巻

一
四
。

50

有
部
雑
事
巻

一
、
同
巻
四
。

51

同
上
巻
七
。

52

同

上
巻

三
。

53

有

部
律
巻

三
八
。

54

有
部
律
巻
三
九
、

同
巻
四

一
、
有
部
尼
律
巻

一
四
。

55

有
部
律
巻

四

一
、
同
巻
四

二
、
有
部
尼
律
巻

一
五
、
同
巻

一
六
。

56

薩

婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
巻
五
。

57

十
諦
律
巻
三
九
。

58

四
分
律
巻
三

七
、
同
巻

五

一
。

59

有
部
律
巻

三
八
。

60

十
諦
律
巻

三
九
。

61

同
上
巻

四
三
。

62

五
分
律
巻

三
〇
。

十
諦
律
巻
六
〇
は
、

一
愚
擬
不
善

の
老
比
丘
と
す
。

63

十
諦
律
巻

六

一
。

64

有
部
律
巻

一
七
、
有
部

尼
律
巻

一
八
。

65

有
部
律
巻

一
六
。

66

僧
舐
律
巻

一
五
。

67

有
部
律
巻
三
七
。

68

五
分
律
巻
七
。

69

五
分
律
巻

二
。

70

有

部
律
巻

三
九
、

同
巻
四

一
、
同
巻
四

二
。

71

同
巻

四
五
。

72

同
巻

四
三
。

73

毘
尼
母
経
巻
四
。

74

四
分
律
巻

四
七
。
有
部
律
巻
三

八
、
同
巻

三
九
、

同
巻

四

一
参
照
。

75

鼻
那
耶
巻
九
。

76

有
部
律

巻

三
七
。

77

長
阿
含
経
巻

四

・
遊
行
経
。

78

五
分
律
巻

三
〇
。

79

有
部
律
巻
三
九
、

同
巻

四

一
、
有
部
尼
律
巻

一
四
。

80

僧
祇
律
巻
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一
八
は
、
十

六
衆
芯
鋼

と
す
。

81

僧
祇
律
巻

一
八
。

82

五
分
律
巻

八
、
僧
祇
律
巻

一
八
、
十
調
律
巻

一
六
。

83

十
諦
律
巻

一
六
。

84

毘
尼

母
経
巻
七
。

85

十
調
律
巻

一
六
、
有
部
律
巻

八
、
同
巻
三

六
、
同

巻

三
七
、
同
巻

三
八
、
同
巻

四
〇
、

同
巻

四

一
、
有
部
尼
律
巻

一
四
、
有
部

出
家
事
巻
三
、

五
分
律
巻

八
は
畢
陵
伽
蹟

蹉

度

と
す
。

86

有
部
律
巻

八
、
同
巻
三
六
、
同
巻

四
〇
、

有
部
尼
律
巻

一
五
、
有
部
出
家
事
巻

三
。

87

五
分
律
巻

八
、
十
諦
律
巻

一
六
。

88

五
分
律
巻
八
。

89

五
分
律

巻

八
、
十
諦
律
巻

一
六
。

90

有
部
律
巻

三
七
、
同
巻

四
〇
、

同

巻

四

一
、
有
部
尼
律
巻

一
五
。

91

十
諦
律
巻

四
八
、
鼻
那
耶
巻

七
。

92

有
部
律
巻
四

一
。

93

十

調
律
巻

三
九
。

94

同
上
巻

一
五
、

同
巻

一

六
。

95

同
上
巻

一
六
。

96

同
上
巻

一
四
。

97

僧
祇
律
巻

一

八
、
十
諦
律
巻

一
四
。

98

五
分
律
巻
九
、

十
諦
律
巻

一
六
、
有
部
律
巻

四

一
。

99

有
部
尼
律
巻

一
五
。
1
0
0

有
部
律
巻

三
七
、

同
巻
三
八
、

同
巻

四
〇
、

同
巻
四

一
。
1
0
1

有
部
尼
律
巻

一
五
、
同
巻

一
六
。
1
0
2

有
部
雑
事
巻

三
二
。
1
0
3

有
部
尼
律
巻
七
。
1
0
4

同
上
巻

一
八
。
1
0
5

同
上
巻

一
六
、
同
巻

一
八
、
有
部
雑
事
巻
三

二
。
1
0
6

有
部

雑

事

巻

三

二
。
1
0
7

有
部
尼
律
巻

一
三
、
同
巻

一
四
、

同
巻

二
〇
。
1
0
8

同
上
巻

二
〇
。
1
0
9

同
上
。
1
1
0

同
上
巻

一
九
、

同
巻
二
〇
等
。
1
1
1

鼻
那

耶
巻

八
、
同
巻
九
、

同
巻

一
〇
。
1
1
2

同
上
巻

七
。
1
1
3

有
部
律
巻
三

九
、

同
巻
四

一
、
同
巻
四

二
、
有
部
尼
律

巻

一
四
、

同
巻

一
五
、
同

巻

一

六
。

六
群
比
丘
と
十
七
群
比
丘
 
(
春

日
)
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